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平成３０年度第１回鳥取県立博物館協議会の概要について 

 

平成３０年度第１回鳥取県立博物館協議会の概要について、別紙のとおり報告
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平成３０年度第１回鳥取県立博物館協議会の概要について 

 
平成 30 年 5 月 16 日  

博 物 館  

 

 標記協議会を開催しましたので、その概要等を下記のとおり報告します。 

 

記 
 
１ 日 時  平成 30 年 5 月 11 日（金）午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分まで 

２ 場 所  鳥取県立博物館会議室 

３ 議 題  ・平成２９年度及び平成３０年度博物館事業について 

・鳥取県立博物館改修基本構想について 

・鳥取県立美術館整備の検討状況について など 

４ 主な意見 

（１）平成２９年度及び平成３０年度博物館事業について  

・イベントが土日に偏っているように見えるが、土日では参加できない方もいるので、平

日開催も考えてはどうか。 

→昨年度はプレミアムフライデーに合わせたイベントを行うなど工夫もしている。ま

た、木曜日の午前中は小さなお子様づれの親子向けの取組（一緒にみてみて、もく

ようび。）など、平日ならではの取組も行っている。 

・事業や調査研究に併せて、収集資料・作品などに関する説明があると良い。対外的にも

アピールすることもできる。 

 →大切な視点であり、改めて説明の機会を設けるなどしたい。 

 ・美術部門の学芸員派遣は、特定の学校に偏っているのはなぜか。 

→公開授業を行うエキスパート教員等、熱心な教員がいる学校との連携を重視したこ

とによるもの。最近は、教科の研究会や学校長会の場などを通じて活用の紹介など

に努めている。 

・学芸員派遣を受けた学校は、公開授業時に博物館と連携した図工の授業を公開しておら

れ、魅力的な内容で、いい試みだと思った。また、小学校教育研究会の図工部会で博物

館から小学校の先生に対して鑑賞の仕方のポイントについて説明があり、ありがたかっ

た。 

 

（２）鳥取県立博物館改修基本構想について 

・以前からの課題ではあるが駐車場不足への対応はどう考えているのか。 

  →博物館が国史跡内にあるため、いかんともし難いのが現状である。法務局の駐車場

の借用や県庁北駐車場などの利用といった工夫をしている。 

・今の時点で改修基本構想を中間まとめとする意義は何か。 

→博物館改修について長らく熱心に議論していただいてきたが、改修着手は美術館整

備が進んでからとなり、まだ相当の時間が必要である。これまでの議論を踏まえて、

現時点での一定の方向性をまとめておくことが必要と考えており、今回、中間まと

めを行うものである。 

・今後は、PFI手法等の検討などの県全体の方針や国内の他館の改修事例（特に国史跡内

の整備の事例）などを勉強していくことも必要。委員も変わっているので、改めて、収

蔵の状況やバックヤードを見る機会を設けてほしい。 

  →国内の他館の例や県全体の方針やPFI制度等を説明させていただくような場を設け

ていく。まずは、次回の協議会時にバックヤードを見ていただくこととする。 

 



 
 

（３）鳥取県立美術館整備の検討状況について 

・県民に向けては十分ＰＲできる内容と評価するが、全国（県外）に打ち出す魅力づくり

も更に考えてほしい。 

→既存の収集作品をどう生かすか、建物のデザイン面の工夫など、複合的に考えてい

きたい。美術ラーニングセンターは、全国的にもない大きな特徴であり、まずは子

どもたちのへのアプローチや学校教育、更に大人の生涯学習・社会教育へと広げて

いきたい。 

・収蔵品の魅力もあるが美術館の建物を見に来る方もいるので、特徴的な建物にして欲し

い。 

 

５ 今後の対応  

・博物館改修基本構想（中間まとめ）については、協議会の結果を教育委員会及び県議

会常任委員会へ報告し、いただいた意見により再度必要な修正を加え、６月の教育委

員会で決定する。 

・次回以降の協議会では、収蔵状況の現状把握やPFI制度等の理解に資する内容を設けて

いく。 

 

  

《参考》委員名簿 

氏 名 役職等 区分 出欠 

石谷 孝二 鳥取大学名誉教授 学識経験・美術 ○ 

李 素妍 鳥取大学地域学部准教授 学識経験・人文 × 

木ノ下 智恵子 大阪大学 21 世紀懐徳堂准教授、ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 学識経験・美術 × 

郡山 鈴夏 山陰海岸ジオパーク推進協議会ジオパーク専門員 学識経験・自然 ○ 

坂本 敬司 前鳥取県史編さん室長 学識経験・人文 ○ 

＜議長＞ 
谷口 博繁 

元鳥取県立博物館長 社会教育 ○ 

田村 閑美 鳥取中央女性会会長 社会教育 × 

鶴崎 展巨 鳥取大学農学部教授 学識経験・自然 ○ 

中尾 廣太郎 鳥取東部美術家協会会長 学識経験・美術 ○ 

野地 恒有 愛知教育大学教授 学識経験・人文 × 

前田 明範 元倉吉博物館長 学識経験・美術 ○ 

矢田貝 繁明 大山自然歴史館長 学識経験・自然 ○ 

山口 朝子 鳥取県家庭教育アドバイザー 家庭教育 ○ 

米田 恵子 鳥取市立富桑小学校校長 学校教育 ○ 

   



平成３０年度第１回鳥取県立博物館協議会 次第 

 
日時：平成３０年５月１１日（金） 

午後１時３０分～ 

場所：鳥取県立博物館 会議室 
 
１ 開  会 
 
２ 挨  拶   
 
３ 議  事 

（１）議長選出 

（２）各部会長の選出 
 
４ 報告事項 

（１）平成２９年度博物館事業の実施状況について 

（２）平成３０年度博物館事業について 

（３）鳥取県立博物館改修基本構想について 

（４）鳥取県立美術館整備の検討状況について 

 
 
５ そ の 他 
 
６ 閉  会 

 

 

【配付資料】 

資料１：博物館協議会に係る関係法令等 

資料２：平成２９年度鳥取県立博物館事業の実施状況について 

資料３：平成３０年度鳥取県立博物館事業について 

資料４：鳥取県立博物館改修基本構想について 

資料５：鳥取県立美術館整備の検討状況について 
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